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日
頃
は
、同
窓
会
活
動
に
御
理
解
、

御
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
在
校
学
生
数
２
０
０

名
。
定
員
ピ
ッ
タ
リ
と
い
う
偉
業

（
？
）
を
成
し
と
げ
ま
し
た
。
新
寮

完
成
の
効
果
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

が
、
関
係
各
位
、
職
員
の
方
々
の
日

頃
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
大
い
に

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

受
験
者
数
が
定
員
を
上
回
れ
ば
、

定
員
は
確
保
で
き
る
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
事
は
そ
う
単
純
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
入
試
に
合
格
し
て
も
入
学
辞

退
者
は
必
ず
い
る
も
の
な
の
で
、
何

名
に
合
格
を
出
す
の
か
と
い
う
問
題

も
大
き
い
の
で
す
。

　

も
と
よ
り
定
員
を
上
回
る
受
験
者

が
い
な
け
れ
ば
当
然
実
現
で
き
ま
せ

ん
。
農
業
後
継
者
が
激
減
し
て
い
る

今
日
の
現
状
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
も

大
変
な
事
な
の
で
す
。
ま
さ
に
偉
業

と
言
っ
て
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。（
ち

な
み
に
本
校
は
、
全
国
一
の
学
生
数

で
す
。
コ
レ
も
す
ご
い
！
）

　

さ
て
、
偉
業
と
言
え
ば
、
本
県
瀬

戸
市
在
住
の
中
学
生
棋
士
藤
井
四
段

の
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
以
来
29
連
勝
の
爆

発
的
な
活
躍
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

私
は
将
棋
に
は
全
く
う
と
い
方

だ
っ
た
の
で
す
が
あ
ま
り
の
出
来
事

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
10
時

間
以
上
観
続
け
た
り
、
東
京
千
駄
ヶ

谷
の
将
棋
会
館
に
足
を
運
ん
だ
り
、

対
局
前
の
藤
井
四
段
に
会
い
に
行
っ

た
り
と
、
ま
さ
に
釘
付
け
に
な
り
ま

し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
棋
士
が
コ
メ
ン

ト
を
寄
せ
て
い
ま
す
が
そ
の
中
で
も

羽
生
二
冠
（
元
七
冠
達
成
）
の
発
言

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
羽
生
二

冠
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り
、
中
学
生

プ
ロ
棋
士
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
以
来
記

録
を
次
々
と
打
ち
た
て
、
将
棋
に
無

関
心
で
あ
っ
た
一
般
の
方
に
ま
で
名

が
知
れ
渡
っ
た
現
役
の
レ
ジ
ェ
ン
ド

で
す
。

　

現
在
で
も
二
冠
の
タ
イ
ト
ル
を
保

持
し
て
お
り
、
25
年
以
上
ト
ッ
プ
プ

ロ
中
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
し
続
け
て
い

る
存
在
で
す
。

　

羽
生
二
冠
が
将
棋
界
に
残
し
た
功

績
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
四
百
年

に
も
及
ぶ
将
棋
の
歴
史
の
中
で
研
究

さ
れ
作
り
上
げ
ら
れ
た
定
石
を
全
面

的
に
見
直
し
対
戦
相
手
が
定
石
の
戦

形
を
整
え
る
前
に
形
勢
を
自
身
側
に

優
位
に
持
ち
込
む
、
い
わ
ば
新
し
い

定
石
を
創
造
し
た
事
。
終
盤
に
今
ま

で
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
新
し

い
戦
法
を
編
み
出
し
続
け
た
事
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
プ

ロ
棋
士
の
間
で
は
、
こ
の
事
態
に
対

応
不
能
に
な
り
七
冠
達
成
を
阻
止
で

き
ず
独
走
を
許
す
事
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
数
百
年
か
け
て
完
成
さ
れ

正
し
い
と
さ
れ
た
業
界
の
常
識
に
疑

い
の
目
を
向
け
、
そ
れ
を
超
え
る
創

造
を
な
し
と
げ
20
年
以
上
ト
ッ
プ
の

座
に
君
臨
し
続
け
る
事
は
本
当
に
至

難
の
技
で
す
。
そ
の
羽
生
二
冠
の
口

か
ら
藤
井
四
段
の
登
場
と
活
躍
に

「
驚
愕
で
す
。」「
ス
ゴ
イ
人
が
出
て

き
ま
し
た
。」「
新
し
い
時
代
の
到
来

を
感
じ
さ
せ
る
。」
と
言
わ
せ
た
と

こ
ろ
が
、ま
た
ま
た
ス
ゴ
イ
の
で
す
。

い
つ
の
時
代
も
若
者
が
新
し
い
時
代

を
開
く
と
い
う
事
実
の
象
徴
的
な
出

来
事
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
も
つ
い
常
識
や
固
定
観
念
に

と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
新
し
い
発

見
と
創
造
に
少
し
で
も
役
立
て
ら
れ

た
ら
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
は

常
に
動
い
て
お
り
、
農
業
界
も
激
し

い
時
代
の
流
れ
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
寮
の
完
成
で
新
し
い
力
を
得
た

農
大
の
学
生
達
も
、
新
し
い
農
業
の

創
造
に
大
い
に
邁
進
し
て
欲
し
い
も

の
で
す
。
私
達
Ｏ
Ｂ
も
微
力
な
が
ら

そ
の
サ
ポ
ー
ト
が
少
し
で
も
出
来
れ

ば
と
考
え
る
し
だ
い
で
す
。

　

同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
益
々

御
健
勝
で
御
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
柴
田
隆
夫
会
長
を
始

め
、
同
窓
会
の
役
員
、
理
事
、
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
本
校
の
円
滑
な
運

営
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
こ
の
４
月
に
農
業

大
学
校
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
三

浦
と
申
し
ま
す
。
前
任
地
の
県
庁
食

育
推
進
課
（
29
年
度
か
ら
は
食
育
消

費
流
通
課
）
か
ら
異
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
私
は
農
業
大
学
校
の
勤
務

は
初
め
て
で
、
着
任
以
来
、
副
校
長

始
め
周
り
の
職
員
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
て
執
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す

が
、
同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
前

任
の
藤
井
校
長
と
同
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
大
の
近
況

　

農
大
で
は
平
成
28
年
度
卒
業
式
を

３
月
９
日
（
木
）
に
執
り
行
い
、
農

学
科
89
名
と
研
究
科
６
名
が
新
た
な

進
路
に
進
み
ま
し
た
。

　

農
学
科
卒
業
生
89
名
中
、
43
名
が

就
農
（
独
立
自
営
、
後
継
者
就
農
と

農
業
法
人
へ
の
雇
用
就
農
）
し
、
就

農
前
提
の
一
時
就
職
や
海
外
研
修
が

６
名
、
進
学
が
４
名
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ

等
へ
の
就
職
が
35
名
で
し
た
。
研
究

科
卒
業
生
は
、
１
名
が
就
農
、
Ｊ
Ａ

等
へ
の
就
職
が
５
名
で
し
た
。
本
県

農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
、
農

業
を
支
え
る
人
材
と
し
て
、
卒
業
生

発行所
愛知県立農業大学校同窓会
岡崎 市 美 合 町 字 並 松 1 - 2
電 話（ 0 5 6 4 ）5 1 - 1 6 0 1

編集発行人
同窓会長　柴田 隆夫
印 刷 所　㈲イヅミ印刷所
電 話（ 0 5 6 4 ）2 1 - 2 6 5 7

　
ご
あ
い
さ
つ

会
長
　
柴
田
隆
夫

ご
あ
い
さ
つ

校
　
長
　
三

浦

貞

志



平成29年９月30日〔2〕第33号（通算第42号） 農大同窓会報

和
54
年
３
月
卒
業
）、
八
木
輝
治
様

（
平
成
３
年
３
月
卒
業
）
の
３
名
の

功
績
が
紹
介
さ
れ
、
記
念
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
た
後
、
す
べ
て
の
議
事
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

農
業
大
学
校
で
使
用
し
て
い
る
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
用
機
械
は
、

購
入
か
ら
年
数
が
か
な
り
経
過
し
、

買
い
換
え
が
必
要
な
物
が
多
く
あ
り

ま
す
が
、
予
算
の
都
合
に
よ
り
、
な

か
な
か
更
新
で
き
ま
せ
ん
。

　

同
窓
会
員
の
皆
さ
ん
の
中
で
、
中

古
の
農
業
用
機
械
を
農
業
大
学
校
に

寄
附
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で
御
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

☎
（
０
５
６
４
）
５
１
─
１
６
０
１

　

平
成
29
年
２
月
３
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
か
ら
、
平
成
29
年
度
農
業

大
学
校
同
窓
会
理
事
会
が
農
業
大
学

校
中
央
教
育
棟
研
修
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

柴
田
会
長
、
藤
井
校
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
柴
田
会
長
を
議
長
に
選
出

し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業

報
告
に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
報
の
発

行
、
役
員
会
・
理
事
会
の
開
催
、
卒

業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
な
ど
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
二
号
議
案　

平
成
28

年
度
会
計
決
算
報
告
に
つ
い
て
説
明

の
後
、
審
議
に
入
り
異
議
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
三
号
議
案　

平
成
29

年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
及
び
第

四
号
議
案　

平
成
29
年
度
会
計
予
算

に
つ
い
て
説
明
の
後
、
審
議
に
入
り

両
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
第
五
号
議
案　

役
員
の

互
選
に
つ
い
て
、
現
在
の
役
員
を
引

き
続
き
選
出
す
る
と
の
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

  
最
後
に
、
同
窓
会
員
の
表
彰
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、鈴
木
吉
地
様（
昭

和
52
年
３
月
卒
業
）、冨
田
孝
様
（
昭

の
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
機

会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
先
輩
と
し

て
こ
れ
ら
卒
業
生
へ
の
御
指
導
、
御

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
13
日
（
木
）
に
96
名

の
新
１
年
生
を
迎
え
て
平
成
29
年
度

入
学
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
30

年
３
月
を
も
っ
て
研
究
科
が
廃
止
さ

れ
る
た
め
、
本
年
度
は
農
学
科
の
新

入
生
だ
け
で
し
た
が
、
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
、
校
内
の
桜
も

満
開
の
中
、
新
入
生
と
多
く
の
保
護

者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
入
生
に
と
っ
て
も
緊
張
の
中

に
も
晴
れ
や
か
で
思
い
出
に
残
る
入

学
式
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

96
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
１
０
４

名
の
新
２
年
生
と
合
わ
せ
て
、
在
籍

者
は
定
員
２
０
０
名
ち
ょ
う
ど
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
新
装
な
っ
た
和
耕

寮
も
満
室
状
態
と
な
り
、
活
気
に
満

ち
た
農
大
生
活
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
研
究
科
は
、
大
正
７
年
に

当
時
の
愛
知
県
農
事
試
験
場
の
練
習

生
制
度
と
し
て
発
足
以
来
１
０
０
年

の
長
き
に
亘
る
歴
史
を
有
し
て
い
ま

す
が
、つ
い
に
本
年
度
末
を
も
っ
て
、

そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
の
２
年
生
６
名
に
は
研

究
科
最
後
の
学
生
と
し
て
立
派
に
巣

立
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
追
進
館
の
取
り
壊
し

　

昭
和
10
年
に
追
進
農
場
に
建
設
さ

れ
た
追
進
館
は
、
天
井
が
落
下
す
る

な
ど
老
朽
化
が
著
し
く
、
ま
た
耐
震

性
も
確
保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

こ
数
年
は
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
立

ち
入
り
禁
止
と
し
て
い
ま
す
。
本
年

２
月
の
県
議
会
で
解
体
工
事
に
要
す

る
予
算
が
認
め
ら
れ
、
本
年
度
中
に

解
体
す
る
予
定
で
す
。
同
窓
会
員
の

皆
様
に
は
名
残
惜
し
い
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
解
体
に
併
せ
て
追
進
館
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
作
成
し
、
中
央
教
育

棟
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
別
項
で
も
御
案
内
し
て
い

ま
す
が
、
追
進
館
と
の
記
念
撮
影
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
追
進
館
の
最

後
の
勇
姿
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

御
来
校
の
上
、
往
時
を
偲
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

専
門
職
大
学
の
動
き

　

平
成
28
年
11
月
に
政
府
の
「
農
林

水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
」

は
、
更
な
る
農
業
の
競
争
力
強
化
の

た
め
の
改
革
を
図
る
た
め
、
生
産
資

材
価
格
の
引
き
下
げ
や
、
農
産
物
の

流
通
・
加
工
構
造
の
改
革
な
ど
13
項

目
を
内
容
と
す
る
「
農
業
競
争
力
強

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
「
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
３
番

目
の
項
目
に
、「
農
政
新
時
代
に
必

要
な
人
材
力
を
強
化
す
る
シ
ス
テ
ム

の
整
備
」
と
し
て
、
農
業
経
営
者
を

育
成
す
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

明
確
化
す
る
た
め
農
業
大
学
校
の
専

門
職
大
学
化
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど

が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
法
整

備
と
な
る
学
校
教
育
法
の
改
正
も
こ

の
５
月
に
国
会
で
成
立
し
、
31
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

専
門
職
大
学
と
な
る
こ
と
で
農
業

大
学
校
の
魅
力
が
増
し
、
よ
り
多
く

の
優
秀
な
農
業
の
担
い
手
を
育
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
現

実
的
に
文
部
科
学
省
が
今
後
定
め
る

設
置
基
準
に
本
校
が
合
致
す
る
の
か

現
時
点
で
は
不
明
で
す
が
、
今
後
、

そ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

最
後
に

　

本
県
の
新
規
就
農
青
年
数
は
、
近

年
２
０
０
名
を
上
回
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
本
校
教
育
部

の
卒
業
生
は
20
％
程
度
を
占
め
て
お

り
、
本
県
農
業
を
支
え
る
優
秀
な
人

材
の
養
成
を
行
う
本
校
の
使
命
は

益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

重
要
な
使
命
を
遂
行
す
る
た
め
、
常

に
教
育
現
場
重
視
の
視
点
で
創
意
工

夫
や
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
教
育
内

容
の
一
層
の
充
実
や
円
滑
な
学
校
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
同

窓
会
の
皆
様
に
も
一
層
の
御
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
更
な
る
御
活
躍
と

御
繁
栄
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上

げ
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　

❖ 

❖ 

平
成
二
十
九
年
度 

理
事
会
だ
よ
り 

❖ 

❖

農
業
用
機
械
の
寄
附
を

お
願
い
し
ま
す

記念品贈呈の模様
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平
成
29
年
度
の
東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
農
業
大
学
校
同
窓
会
長
会
議
が
平

成
29
年
６
月
６
日
（
火
）
か
ら
７
日

（
水
）
に
か
け
て
、
京
都
平
安
ホ
テ

ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
富
永
副
会

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
農

業
大
学
校
校
長
会
議
と
合
同
開
催
さ

れ
、
初
日
の
全
体
会
議
で
は
、
主
催

者
・
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
近
畿
農

政
局
に
よ
る
中
央
情
勢
報
告
及
び
、

（
株
）
杜
若
園
芸
代
表
取
締
役
の
岩

見
悦
明
氏
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
農

業
経
営
に
必
要
な
能
力
」
と
題
し
た

基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
窓
会
長
会
議
の
分
科

会
議
が
開
催
さ
れ
、
同
窓
会
の
現
状

等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
久
手
市
の
愛
知
県
農
業
総
合
試

験
場
内
に
あ
り
ま
す
研
究
科
は
、
大

正
7
年
に
発
足
し
、
昭
和
59
年
4
月

に
は
農
業
大
学
校
の
研
究
部
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
16
年
度
か
ら

は
、
農
業
大
学
校
教
育
部
研
究
科
に

改
組
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
59
年
の
開
校
以
来
、
最
後
の

学
生
と
な
る
現
在
の
２
年
生
（
６

人
）
が
32
回
生
と
な
り
ま
す
。
平
成

28
年
度
末
ま
で
に
４
９
８
人
の
学
生

を
輩
出
し
、
卒
業
生
は
、
普
及
指
導

員
、
農
協
職
員
、
農
業
関
連
企
業
職

員
、
農
業
者
（
自
営
、
法
人
就
農
）

な
ど
と
し
て
各
方
面
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

研
究
部
同
窓
会
で
は
、
廃
校
を
惜

し
む
と
と
も
に
、
今
後
の
本
県
農
業

の
発
展
に
向
け
て
会
員
一
同
の
相
互

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

30
年
３
月
に
「
記
念
大
会
」
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
方

は
、
ぜ
ひ
御
参
加
く
だ
さ
い
。

会　
　

長	

柴
田　

隆
夫
（
専　
　

九
）

副
会
長	

富
永　

康
典
（
専　
　

八
）

　

〃	

牧
野　

文
彦
（
大
研　

三
）

　

〃	

野
田　

留
美
（
大
研
一
〇
）

会
計
監
事	

稲
吉　

千
賀
（
大
専
一
六
）

　

〃	

山
田　

博
嗣
（
大
専　

一
）

　

〃	

学
校
職
員

（
管
理
課
長
）

事
務
局
長	

尾
崎　

芳
弘
（
専　
　

四
）

書　
　

記	

伊
藤　

真
二
（
大
農
二
九
）

　

〃	
学
校
職
員
（
管
理
課
主
幹
）

会　
　

計	
山
田　

守
克
（
大
専
一
〇
）

　

〃	
山
村　

貴
幸
（
大
農
二
五
）

顧　
　

問	

三
浦　

貞
志
（
校　
　

長
）

名
誉
顧
問　

市
川　

幸
生
（
元
校
長
）

　

〃	

長
尾　

周
幸
（　

〃　

）

　

〃	

有
澤　

道
雄
（　

〃　

）

　

〃	

大
井　

昌
次
（　

〃　

）

　

〃	

武
井　

昭
夫
（　

〃　

）

　

〃	

内
山　

公
男
（　

〃　

）

　

〃	

稲
葉
三
千
夫
（　

〃　

）

　

〃	

鈴
木　

良
憲
（　

〃　

）

　

〃	

木
村　

茂
夫
（　

〃　

）

　

〃	

落
合　

秀
彦
（　

〃　

）

　

〃	

村
井　

智
子
（　

〃　

）

　

〃	

林　
　
　

錡
（　

〃　

）

　

〃	

伊
藤　

茂
樹
（　

〃　

）

　

〃	

犬
飼　

唯
士
（　

〃　

）

　

〃	

平
田　

雅
司
（　

〃　

）

　

〃	

山
田　
　

勝
（　

〃　

）

　

〃	

鈴
木　

敏
之
（　

〃　

）

　

〃	

藤
井　
　

潔
（
前
校
長
）

　

〃	

鈴
木　

吉
地
（
前
会
長
）

　

同
窓
会
規
約
に
よ
り
、
平
成
30
年

度
は
次
の
と
お
り
開
催
予
定
で
す
の

で
、
理
事
の
皆
様
は
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時　
平
成
30
年
２
月
６
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所　
愛
知
県
立
農
業
大
学
校

　
　
　
中
央
教
育
棟
研
修
室

次
期
理
事
会

　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　

農
業
大
学
校
の
正
門
か
ら
入
っ
た

南
側
に
位
置
す
る
追
進
館
は
、
昭
和

10
年
に
建
設
さ
れ
た
木
造
平
屋
建
の

講
堂
で
、
建
築
面
積
四
百
九
十
平
方

メ
ー
ト
ル
と
当
時
で
は
大
規
模
な
建

物
で
す
。

　

建
設
の
経
緯
は
、
昭
和
９
年
に
設

置
さ
れ
た
追
進
農
場
の
前
身
で
あ
る

種
畜
場
時
代
の
実
習
生
と
昭
和
３
年

に
開
講
さ
れ
た
有
畜
農
業
実
務
講
習

会
修
了
生
で
組
織
す
る
「
追
進
会
」

会
員
の
協
力
や
、
一
般
農
民
の
要
望

か
ら
大
講
堂
の
建
設
運
動
が
起
こ

り
、
そ
れ
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
後
の
歴
史
と
し
て
、
昭
和
21

年
に
は
、
天
皇
陛
下
が
追
進
農
場
を

訪
問
さ
れ
、
陛
下
の
休
憩
所
と
し
て

追
進
館
の
貴
賓
室
が
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
女
優
の
宮
崎
あ
お
い
さ

ん
が
主
演
し
、
平
成
18
年
に
放
映
さ

れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
純
情
き
ら
り
」
の
ロ
ケ
地
と
し

て
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
は
、
講
堂
と
し
て
卒
業

式
、
青
少
年
ク
ラ
ブ
大
会
、
文
化
祭

な
ど
各
種
行
事
や
、
一
般
県
民
を
対

象
と
し
た
多
く
の
催
し
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

建
物
の
特
徴
は
、
側
面
の
柱
と
梁

で
描
く
大
き
な
ア
ー
チ
が
天
井
を
支

え
、
内
部
に
中
柱
も
な
く
、
大
空
間

を
形
作
り
、
大
架
構
建
築
の
先
駆
け

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

追
進
館
は
老
朽
化
に
伴
い
、
３
月

17
日
及
び
５
月
31
日
付
け
の
中
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
と
お
り
、
今
年
度

中
に
解
体
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

解
体
が
行
わ
れ
る
前
に
、
同
窓
会

員
を
対
象
と
し
た
記
念
撮
影
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
御
案
内
し
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
10
月
30
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～

場
所　
愛
知
県
立
農
業
大
学
校

　
　
　
追
進
館

※
詳
し
く
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
九
年
度

役
員
名
簿

東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

同
窓
会
長
会
議
報
告

追

進

館

に

つ

い

て

教
育
部
研
究
科

（
長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
）

平
成
30
年
３
月

を
も
っ
て
廃
止

記
念
撮
影
会
を
開
き
ま
す

追進館の外観

追進館の内部
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１　
概
況

  

農
学
科
で
は
、
昨
年
３
月
に
新
学

生
寮
（
和
耕
寮
）
の
供
用
を
始
め
て

１
年
以
上
が
経
過
し
、
旧
寮
で
過
ご

し
た
学
生
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
の
学
生
は
、
個
室
化
に
よ
り
自
分

の
自
由
な
時
間
を
持
っ
た
こ
と
で
、

む
し
ろ
寮
の
集
団
生
活
に
メ
リ
ハ
リ

が
で
き
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
が

で
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

今
年
度
の
入
学
状
況
は
、
非
農
家

出
身
者
や
女
子
の
入
学
希
望
の
増
加

に
加
え
、
新
寮
の
効
果
も
あ
っ
た
の

か
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
定
員
を
上

回
る
受
験
者
が
あ
り
ま
し
た
。
合
格

者
は
定
員
と
同
数
の
１
０
０
名
と
な

り
、
う
ち
96
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
在
籍
者
は
新
２
年

生
を
合
わ
せ
計
２
０
０
名
と
な
り
、

３
年
連
続
で
学
生
数
が
全
国
で
最
も

多
い
農
業
大
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
研
究
科
は
、
今
年
度
末
で

そ
の
使
命
を
終
え
ま
す
。
今
年
度
は

２
年
生
６
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

２　
農
学
科
入
学
者
の
傾
向

　

今
年
度
の
入
学
者
96
名
の
う
ち
、

非
農
家
出
身
の
学
生
は
62
名
と
10
年

前
の
2.7
倍
、
女
子
学
生
は
27
名
と
10

年
前
の
2.3
倍
に
な
り
、
近
年
の
入
学

者
数
増
加
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
（
右
下
表
）。

  

ま
た
、
県
内
の
農
業
関
係
高
校
出

身
者
は
56
名
（
全
体
の
58
％
）
と
、

昨
年
度
よ
り
や
や
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

専
攻
別
で
は
、野
菜
関
係
と
果
樹
、

酪
農
が
引
き
続
き
多
い
状
況
で
す
。

３　
進
路
状
況

  

農
学
科
卒
業
生
の
進
路
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
後
継
者
・
独
立
自
営

就
農
、
農
業
法
人
へ
の
雇
用
就
農
に

一
時
就
職
や
研
修
後
就
農
予
定
者
を

合
わ
せ
る
と
、
49
名
（
55
％
）
が
就

農
あ
る
い
は
就
農
予
定
で
す
。
他
の

就
職
先
も
、
農
協
を
始
め
、
ほ
と
ん

ど
が
農
業
関
連
企
業
・
団
体
で
し
た
。

　

本
校
は
、
職
業
安
定
法
に
基
づ
く

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
を
実
施
し

て
学
生
の
就
職
を
支
援
し
て
お
り
、

年
２
回
、
農
業
法
人
等
の
求
人
元
を

本
校
に
招
い
て
合
同
就
職
相
談
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
売
り
手
市
場
を
反
映
し
、

本
校
へ
の
求
人
数
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
同

窓
会
員

の
皆
様

か
ら
の

求
人
を

お
待
ち

し
て
い

ま
す
。

４　
農
学
科
各
専
攻
の
近
況

【
鉢
物
・
緑
花
木
専
攻
】

　
　

22
名（
１
年
８
名　

２
年
14
名
）

  

ガ
ラ
ス
温
室
や
遮
光
室
な
ど
施
設

15
ａ
と
露
地
６
ａ
で
、
シ
ク
ラ
メ

ン
な
ど
の
鉢
花
、
洋
ラ
ン
、
花
壇

苗
、
観
葉
植
物
、
花
木
、
緑
化
木
等
、

１
０
０
品
目
以
上
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
品
目
を
学
び
た

い
と
の
学
生
の
要
望
も
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　

１
年
生
の
６
月
に
な
る
と
、
学
生

の
希
望
に
よ
り
鉢
花
、
観
葉
植
物
、

洋
ラ
ン
、
緑
花
木
の
４
部
門
に
分
か

れ
、
実
践
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得

し
ま
す
。
ま
た
、
実
習
販
売
で
は
、

寄
せ
植
え
や
コ
ケ
玉
な
ど
に
よ
る
付

加
価
値
付
け
や
展
示
方
法
等
の
工
夫

も
行
い
な
が
ら
、
来
場
者
へ
の
商
品

説
明
等
を
通
じ
て
消
費
者
ニ
ー
ズ
や

接
客
方
法
等
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
で
は
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
よ
る
補
光
や
ケ
イ
酸
の
利
用
、

省
力
的
な
施
肥
技
術
等
を
題
材
と
し

て
、
経
営
改
善
に
つ
な
が
る
内
容
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
切
花
専
攻
】

　
　

26
名（
１
年
12
名　

２
年
14
名
）

  

Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
複
合
環
境
制
御
等
を
装

備
し
た
ガ
ラ
ス
温
室
等
の
施
設
15
ａ

と
露
地
３
ａ
で
、
県
内
の
主
要
品
目

で
あ
る
キ
ク
や
バ
ラ
、
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
最
近
の
消
費
動

向
の
多
様
化
に
対
応
し
た
ス
ト
ッ
ク

や
ヒ
マ
ワ
リ
、
ケ
イ
ト
ウ
、
露
地
の

小
ギ
ク
な
ど
幅
広
い
品
目
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
特
に
キ
ク
は
、
開
花
調

整
技
術
と
品
種
を
組
み
合
わ
せ
て
物

日
需
要
に
合
わ
せ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
県
育
成
品
種
を
い
ち
早
く

導
入
し
た
り
、
バ
ラ
で
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
の
育
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
、
８
月
ま
で
基
礎
的
な

栽
培
管
理
を
学
び
ま
す
。
９
月
か
ら

は
キ
ク
、
バ
ラ
、
洋
花
の
３
部
門
に

分
か
れ
て
実
践
的
な
栽
培
方
法
を
習

得
し
、
ま
た
担
当
品
目
の
栽
培
管
理

を
任
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
が
始
ま
り
、
栽
植
密
度
の

検
討
や
直
挿
し
に
よ
る
省
力
化
な
ど
、

様
々
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
作
物
専
攻
】

　
　

13
名（
１
年
６
名　

２
年
７
名
）

　

９
区
画
、
計
3.3 

ha
の
田
で
、
水
稲
、

小
麦
及
び
大
豆
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
米
は
乾
燥
調
製
の
実
習
を

行
い
、
で
き
た
精
米
は
、
寮
の
食
堂

で
も
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
豆
を
使
っ
た
味
噌
造
り
な
ど

加
工
実
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
に
は
１
ha
の
大
区
画
水
田
が

あ
り
、
作
業
能
率
が
高
い
水
稲
不
耕

起
Ｖ
溝
直
播
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
総
合
試
験
場
が
開
発
し

た
新
品
種
を
県
内
で
も
い
ち
早
く
導

入
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

１
年
生
は
ま
ず
、
基
礎
技
術
と
と

も
に
田
植
機
な
ど
機
械
の
基
本
操
作

を
習
得
し
ま
す
。
１
年
生
の
終
盤
か

ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
行
い

ま
す
。
テ
ー
マ
と
し
て
、
無
農
薬
・

無
化
学
肥
料
栽
培
や
水
稲
新
品
種
の

栽
培
法
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

２
年
生
に
な
る
と
、
ほ
場
が
割
り

当
て
ら
れ
、
各
学
生
が
責
任
を
持
っ

て
栽
培
管
理
や
調
査
を
行
い
ま
す
。

農
業
大
学
校
の
近
況

（
人
数
は
入
学
式
時
点
）

アンスリウムの出荷準備

バラの出荷調整作業

乗用田植機の実習
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【
果
樹
専
攻
】

　
　

30
名（
１
年
15
名　

２
年
15
名
）

  

露
地
2.5 
ha
で
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、

カ
キ
、
モ
モ
な
ど
県
内
の
主
な
果
樹

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ウ

ス
で
は
ブ
ド
ウ
、
ミ
カ
ン
、
イ
チ
ジ

ク
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、

県
内
で
増
加
し
て
い
る
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
も
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ナ
シ

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
技
術
や
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
な
ど
、
新
技
術
・
新
品
種

も
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
収
穫
し
た
果
実
を
ジ
ャ
ム
に
加

工
す
る
実
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
学
当
初
は
、
多
様
な
樹
種
の
基

本
的
な
栽
培
管
理
技
術
を
学
び
ま
す
。

本
専
攻
で
は
一
般
農
家
よ
り
樹
種
が

多
い
た
め
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、

各
樹
種
ご
と
の
摘
果
や
袋
か
け
、
収

穫
な
ど
の
実
習
が
連
続
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
希
望
す
る
樹
種
を
決
め
、

専
門
技
術
の
習
得
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
習
を
始
め
ま
す
。
今
年
度
は
、
カ

キ
の
袋
か
け
栽
培
や
ブ
ド
ウ
の
省
力

技
術
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

【
露
地
野
菜
専
攻
】

　
　

29
名（
１
年
15
名　

２
年
14
名
）

　

露
地
畑
1.5 

ha
で
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク

サ
イ
な
ど
県
内
の
主
要
品
目
と
と
も

に
加
工
用
ト
マ
ト
や
セ
ル
リ
ー
な
ど

新
品
目
も
取
り
入
れ
、
約
40
品
目
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
チ
ゴ

も
本
専
攻
で
担
当
し
、
ハ
ウ
ス
内
で

高
設
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
専
攻
で
は
機
械
化
に
よ
る
省
力

栽
培
を
進
め
て
お
り
、
最
近
で
は
セ

ル
苗
用
の
真
空
播
種
機
を
導
入
し
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
猛
暑
の
中
や
、

雨
ガ
ッ
パ
や
防
寒
着
を
着
込
ん
で
露

地
の
作
業
実
習
に
取
り
組
む
姿
は
、

昔
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

本
専
攻
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
は
１
人
２
課
題
（
春
夏
作
と
秋
冬

作
）
を
行
い
ま
す
。
各
学
生
が
責
任

を
持
っ
て
栽
培
管
理
と
調
査
、
収
支

計
算
を
行
い
、
実
践
的
な
栽
培
技
術

や
経
営
管
理
能
力
も
習
得
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
の
保
温
対

策
や
イ
チ
ゴ
の
マ
ル
チ
被
覆
時
期
等

を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

【
施
設
野
菜
専
攻
】

　
　

29
名（
１
年
15
名　

２
年
14
名
）

　

10
棟
合
わ
せ
て
40
ａ
の
温
室
で
、

ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
メ
ロ

ン
を
主
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
コ
コ
バ
ッ
ク
栽
培
や
袋
培
地

栽
培
な
ど
最
先
端
の
シ
ス
テ
ム
も
導

入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
総
合

試
験
場
や
種
苗
会
社
の
協
力
に
よ

り
、
ナ
ス
単
為
結
果
性
品
種
や
ト
マ

ト
耐
病
性
品
種
な
ど
普
及
が
期
待
さ

れ
る
品
種
の
実
証
試
験
に
、
い
ち
早

く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
専
攻
で
は
、
咋
年
度
、
女
子
学

生
が
３
年
ぶ
り
に
加
わ
り
、
今
年
度

は
９
名
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
は
、

入
学
後
の
半
年
間
で
主
要
品
目
の
基

礎
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、そ
の
後
、

希
望
品
目
に
分
か
れ
、
専
門
技
術
等

を
学
び
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
は
、
露
地
野

菜
専
攻
と
同
様
に
１
人
２
課
題
を
行

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ト
マ
ト
の
低

段
摘
芯
密
植
栽
培
や
ナ
ス
の
養
液
土

耕
栽
培
等
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

【
酪
農
専
攻
】

　
　

29
名（
１
年
14
名　

２
年
15
名
）

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
搾
乳
牛
約
25

頭
と
育
成
牛
15
頭
、
肥
育
牛
30
頭
、

繁
殖
和
牛
５
頭
を
飼
育
し
、
酪
農
と

肥
育
牛
の
両
方
の
飼
養
管
理
技
術
を

学
び
ま
す
。
飼
料
畑
で
は
、
牧
草
や

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生
産
し
て

い
ま
す
。

　

本
専
攻
は
女
子
が
多
く
、
約
７
割

が
「
酪
農
女
子
」
で
す
。
ほ
と
ん
ど

の
学
生
が
酪
農
は
未
経
験
で
、
朝
夕

２
回
の
搾
乳
や
給
餌
、
除
ふ
ん
な
ど

基
本
的
な
管
理
を
習
得
し
な
が
ら
牛

の
扱
い
方
に
慣
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
牛
の
出
産
や
出
荷
な
ど
、
命
に

関
わ
る
場
面
に
も
立
ち
会
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
酪
農
団
体
の
協
力
を
得

て
共
進
会
に
参
加
し
、
高
度
な
技
術

を
習
得
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
生
に
な
る
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年
度

は
、
蹄
浴
に
よ
る
蹄
病
予
防
の
効
果

や
繁
殖
検
診
の
導
入
に
よ
る
空
胎
期

間
の
短
縮
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

ま
す
。

【
養
豚
・
養
鶏
専
攻
】

　
　

22
名（
１
年
11
名　

２
年
11
名
）

　

本
専
攻
で
は
、
入
学
後
の
５
月
に

本
人
の
希
望
に
よ
り
、
養
豚
と
養
鶏

の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。

　

養
豚
コ
ー
ス
は
、
約
３
６
０
頭
の

肉
豚
と
種
豚
、
母
豚
を
飼
育
し
て
い

ま
す
。
人
工
授
精
に
よ
る
繁
殖
技
術

と
と
も
に
、
肥
育
か
ら
出
荷
ま
で
シ

ス
テ
ム
化
し
た
豚
舎
で
、
一
通
り
の

飼
養
管
理
技
術
を
習
得
し
ま
す
。
ま

た
、
ハ
ム
な
ど
の
加
工
実
習
も
行
い

ま
す
。

　

養
鶏
コ
ー
ス
は
、
名
古
屋
コ
ー
チ

ン
を
主
体
と
し
た
約
２
４
０
０
羽
の

採
卵
鶏
を
、
開
放
と
ウ
イ
ン
ド
ウ
レ

ス
の
２
方
式
で
飼
育
し
、
学
生
は
両

方
の
飼
養
管
理
技
術
を
学
び
ま
す
。

販
売
実
習
で
は
、
生
卵
の
他
に
洋
菓

子
店
に
加
工
を
委
託
し
た
プ
リ
ン
も

販
売
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
肉

用
鶏
の
飼
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
は
、
養
豚
で

は
ホ
ル
モ
ン
剤
を
利
用
し
た
計
画
繁

殖
等
、
養
鶏
で
は
肉
用
鶏
の
飼
養
管

理
等
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

ナシの摘果作業

露地ナスの管理作業

トマトの袋培地栽培と誘引作業

育成牛舎で給餌作業

肉用鶏の解体実習
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農
学
科
の
卒
業
論
文
発
表
会
（
卒

論
発
表
会
）
を
１
月
12
日
（
木
）
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

卒
業
論
文
は
、
学
生
自
ら
が
農
業

を
学
ぶ
中
で
感
じ
た
疑
問
点
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
様
々
な
試
験
を
行
い
な

が
ら
科
学
的
に
検
証
し
た
も
の
を
論

文
に
ま
と
め
ま
す
。

　

卒
論
発
表
会
は
、
全
２
年
生
の
中

か
ら
専
攻
別
に
選
抜
さ
れ
た
８
名
が

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
10
分
の

発
表
を
行
う
も
の
で
す
。
卒
論
発
表

は
２
年
間
の
専
攻
実
習
の
集
大
成
で

あ
り
、
自
分
の
取
り
組
ん
で
き
た

テ
ー
マ
を
全
学
生
の
前
で
発
表
で
き

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

各
専
攻
で
は
、
発
表
会
に
向
け

て
先
生
や
学
生
が
入
念
に
資
料
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
繰
り
返
し
リ
ハ
ー
サ

ル
を
行
う
な
ど
、
専
攻
全
体
で
発
表

者
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
い
ず
れ
の
発
表
者
も
選

考
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
責

任
を
持
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
２
年

生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
１
年
生
も

発
表
者
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
熱

心
に
聞
き
入
り
レ
ポ
ー
ト
を
記
入
し

て
い
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
校
長
は
じ
め
４
名
の
審

査
員
が
、「
発
表
内
容
」、「
発
表
方

法
及
び
態
度
」、「
質
疑
に
対
す
る
応

答
」
の
各
審
査
項
目
に
基
づ
い
て
行

い
、
最
優
秀
賞
１
名
、
優
秀
賞
２
名

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
施

設
野
菜
専
攻
の
伊
藤
駿
冴
君
の
「
ト

マ
ト
黄
化
葉
巻
病
耐
性
品
種
の
収
量

向
上
に
向
け
た
強
勢
台
木
の
検
討
」、

優
秀
賞
に
は
露
地
野
菜
専
攻
の
林
照

夫
君
の
「
オ
ク
ラ
の
株
間
が
初
期
の

収
量
・
品
質
・
栽
培
管
理
に
及
ぼ
す

影
響
」
と
、
切
花
専
攻
の
小
野
田
茜

さ
ん
の
「
バ
ラ
「
ピ
ン
ク
マ
ー
ベ
ル
」

の
仕
立
て
方
法
が
品
質
・
収
量
に
及

ぼ
す
影
響
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
伊
藤
君
は
、
１
月
17

日
に
和
歌
山
県
で
行
わ
れ
た
「
東

海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
大
学
校
学

生
研
究
及
び
意
見
発
表
会
」
に
、
本

校
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
最
優
秀
賞
は
逃
が
し
ま
し

た
が
、
本
校
代
表
と
し
て
恥
じ
な
い

堂
々
と
し
た
発
表
で
し
た
。

農
大
祭
２
０
１
６
大
盛
況
で
終
了

　
「
農
大
祭
２
０
１
６
」
を
平
成
28

年
12
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

午
後
２
時
ま
で
、
農
業
大
学
校
岡
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
昨
年
度
を
上
回

る
三
千
三
百
名
以
上
の
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

例
年
人
気
の
あ
る
、
鉢
物
・
緑
花

木
と
堆
肥
の
販
売
で
は
、
午
前
９
時

の
整
理
券
配
布
前
か
ら
、
長
い
行
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

農
畜
産
物
の
直
売
は
、
午
前
10
時

の
開
始
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、

午
前
中
に
完
売
す
る
専
攻
が
多
く
出

ま
し
た
。

　

食
品
バ
ザ
ー
で
も
、
露
地
鍋
や
フ

ル
ー
ツ
飴
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
商

品
を
販
売
し
、
売
り
切
れ
が
続
出
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
愛
知
の
農
産
物
で
作
っ
た

農
大
鍋
の
無
料
配
布
、
茶
道
部
に
よ

る
農
大
茶
席
、
午
前
午
後
２
回
に
分

け
て
実
施
さ
れ
た
農
大
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
も
あ
り
、
大
盛
況
の
農
大
祭

と
な
り
ま
し
た
。

農
大
祭
で
み
な
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　

平
成
29
年
度
も
12
月
２
日
（
土
）

に
農
大
祭
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度

は
「
み
ん
な
の
農
大
祭
―
は
ば
た
け

情
熱
の
翼
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
農
産

物
販
売
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど
を
通
し

て
、
愛
知
県
の
農
業
の
魅
力
を
伝
え

て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
に

農
業
大
学
校
を
身
近
に
感
じ
て
、
楽

し
ん
で
い

た
だ
け
る

よ
う
学
生

が
中
心
と

な
り
準
備

を
進
め
て

い
ま
す
。

多
く
の
皆

様
の
御
来

校
を
お
待

ち
し
て
い

ま
す
。

農
大
祭
２
０
１
７
へ
の
協
力
金
に
つ
い
て

　

農
大
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
同
窓

会
会
員
の
皆
様
か
ら
の
協
力
金
を

募
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
協
力
金
の
金
額

  

１
口　

１
，
０
０
０
円

  （
１
口
以
上
で
お
願
い
し
ま
す
。）

●
振
込
先

　

金
融
機
関　

あ
い
ち
三
河
農
業
協

　
　
　
　
　
　

同
組
合　

美
合
支
店

　

口
座
名
義　

農
大
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

三
浦
貞
志

　

口
座
番
号　

普
通

　
　
　
　
　
　

０
０
３
６
０
８
３

  

※
振
り
込
ま
れ
る
場
合
は
、
御
氏

名
の
前
に
「
同
窓
会
（
ド
ウ
ソ
ウ
カ

イ
）」
と
御
記
入
く
だ
さ
い
。

  

※
金
融
機
関
の
窓
口
で
振
り
込
ま

れ
る
場
合
は
、
各
金
融
機
関
の
振
込

依
頼
用
紙
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

●
振
込
期
限

  

平
成
29
年
11
月
17
日
（
金
）

「
農
大
発
見
の
日
」
を
開
催

　

平
成
29
年
６
月
３
日
（
土
）、
17

日
（
土
）
に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
「
農
大
発
見
の
日
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

農
業
大
学
校
の
入
学
に
関
心
の
あ

る
方
々
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
２

日
間
で
高
校
生
等
の
生
徒
が
86
名
、

保
護
者
や
一
般
の
方
が
70
名
、
計

１
５
６
名
と
昨
年
度
の
１
２
４
名
よ

り
32
名
多
い
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

中
に
は
静
岡
県
や
滋
賀
県
か
ら
参
加

し
た
高
校
生
も
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
研
修
室
で
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
っ
た
農
大
の
概
要
説
明
を

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
続

い
て
、
学
生
寮
（
和
耕
寮
）
や
広
大

な
敷
地
に
あ
る
ほ
場
を
、
ク
イ
ズ
を

し
な
が
ら
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
は
、
入
学
に
関
す

る
相
談
や
学
習
内
容
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
大
変
熱
心
で
「
ど

こ
も
魅
力
的
で
、
実
際
に
入
学
し

て
、
勉
強
し
た
く
な
る
よ
う
な
と
こ

ろ
ば
か
り
で
し
た
。」、「
い
ろ
い
ろ

な
施
設
が
充
実
し
て
い
て
思
っ
て
い

た
よ
り
も
よ
か
っ
た
で
す
。」、「
も

と
も
と
農
大
へ
の
進
学
を
考
え
て
い

た
が
、
今
回
の
行
事
に
参
加
し
て

さ
ら
に
進
学
し
た
い
と
い
う
思
い

が
強
く
な
り
ま
し
た
。」、「
農
業
を

学
ぶ
の
に

と
て
も
良

い
環
境
で
、

ぜ
ひ
子
供

に
入
っ
て

欲
し
い
と

思
い
ま
し

た
。」
な
ど

の
感
想
が

寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

平
成
28
年
度
卒
論
発
表
会
を
行
い
ま
し
た

好評の農畜産物販売

和耕寮を見学する参加者

受賞者の皆さん　左から
林君、藤井校長、伊藤君、小野田さん
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平
成
29
年
２
月
13
日
（
月
）
～
15

日
（
水
）
に
、
全
国
農
業
大
学
校
協

議
会
が
主
催
し
、
愛
知
県
が
運
営
主

担
当
県
と
な
っ
た
「
平
成
28
年
度
全

国
農
業
大
学
校
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
会･

意
見
発
表
会
」
が
、
東
京
都

の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
14
日
（
火
）
の
意
見

発
表
の
部
で
、
東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
を
勝
ち
進
ん
だ
真
野
陽
太
君
（
切

花
専
攻
１
年
）
が
「「
バ
ラ
色
の
人

生
」
を
求
め
て
」
の
課
題
名
で
発
表

し
、
各
都
道
府
県
の
精
鋭
10
名
の
発

表
者
の
中
で
、
最
優
秀
賞
に
次
ぐ
特

別
賞
「
農
業
大
学
校
同
窓
会
全
国
連

盟
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

発
表
時
間
途
中
に
停
電
と
い
う
ア

ク
シ
デ
ン
ト
を
乗
り
越
え
、
全
国
一

の
バ
ラ
生
産
県
愛
知
の
後
継
者
と
し

て
、「
真
野
さ
ん
の
バ
ラ
じ
ゃ
な
き
ゃ

ダ
メ
な
ん
だ
よ
ね
」
を
目
指
し
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
、
世
界
の
バ
ラ
生

産
の
状
況
を
踏
ま
え
、
生
産
物
と
経

営
方
針
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
行
う
構

想
を
熱
く
語
り
、審
査
員
か
ら
は「
大

変
わ
か
り
や
す
く
上
手
な
発
表
だ
っ

た
」「
将
来
経
営
を
担
っ
て
い
く
意

気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
」
と
い
っ
た

高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

15
日
（
水
）
に
は
、
ワ
ー
ル
ド
・

カ
フ
ェ
方
式
の
意
見
交
換
会
で
の
司

会
・
進
行
係
と
し
て
円
滑
な
運
営
に

携
わ
り
、
他
の
都
道
府
県
の
学
生
と

の
交
流
を
深
め
、
知
名
度
を
上
げ
ま

し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
全
国
の
農
業
大

学
校
等
学
生
が
日
ご
ろ
か
ら
研
究
・

勉
強
し
て
き
た
成
果
、
夢
や
希
望
を

発
表
す
る
場
と
し
て
非
常
に
有
意
義

な
発
表
会
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

東
海
近
畿
地
区
９
校
の
農
業
大
学

校
の
学
生
が
集
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
、
５
月
25
日
（
木
）、
26
日
（
金
）

の
２
日
間
、
大
阪
市
舞
洲
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校

か
ら
は
、
総
勢
77
名
の
学
生
が
、
野

球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
の
６
種
目
に
分
か
れ
出
場
し
ま

し
た
。

　

大
会
初
日
は
、
雨
天
に
よ
り
野
球

と
テ
ニ
ス
で
競
技
日
程
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

　

野
球
で
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
行

わ
ず
親
善
試
合
と
な
り
ま
し
た
が
、

投
打
と
も
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
な
プ
レ
ー

を
見
せ
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
決
勝

で
岐
阜
農
大
と
の
接
戦
を
制
し
、
見

事
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、「
絶
対
に
勝
つ
！
」

と
い
う
信
念
を
持
ち
試
合
に
臨
ん
で

い
ま
し
た
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
気
持
ち
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち

取
っ
た
勝
利
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

個
人
競
技
で
は
、
多
く
の
学
生
が

応
援
し
た
甲
斐
も
あ
り
、
全
種
目
で

入
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特

に
卓
球
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
テ
ニ
ス
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
と
女
子
ダ
ブ
ル
ス
は

優
勝
と
、
愛
知
県
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
他
府
県
に
見
せ
つ
け
ま
し
た
。

　

宿
泊
ホ
テ
ル
で
は
夕
食
後
、
交
流

会
が
行
わ
れ
専
攻
や
府
県
の
壁
を
越

え
て
学
生
同
士
の
会
話
も
は
ず
み
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
２
日

間
の
大
会

を
通
し
て

学
生
や
先

生
の
絆
が

深
ま
っ
た

と
思
い
ま

し
た
。

　農業大学校では開かれた農大を目
指して、「農大だより」を毎月発行し、
各方面に配布し、本校ホームページ
にも掲載して広く公開しています。
日頃の学習状況や学生の活躍、学校
行事など様々な話題を写真とともに
掲載しております。同窓会の皆様も
是非ご覧ください。
　本校ホームページ

「http://www.pref.aichi.jp/soshiki/noudai/」
中の「農大だより」をご覧ください。
また、「愛知農大」で検索しても、
ほとんどの場合に本校ホームページ
を見ることができます。

お知らせ
「農大だより」について

☆☆☆ 名簿購入の御案内 ☆☆☆
《創立80周年記念》農業大学校同窓会名簿
　平成２６年１１月、創立８０周年記念事業に併せて１５年ぶりの
新名簿を発行しました。
　まだ御購入されていない方は、是非とも御購入をお願いいたします。
　名簿領価：１冊３，０００円（消費税、送料込。振替手数料は別途）

お問い合せは、同窓会事務局まで（電話0564-51-1601）　

全
国
農
業
大
学
校
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会・意
見
発
表
会
で
、２
位
に
入
賞

東
海
近
畿
地
区
農
業
大
学
校
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
大
阪
大
会
）
に
出
場
し
、
め
ざ
ま
し
い
活
躍

藤井校長とともに

相手のスパイクをブロックする農大生

バスケットボールで活躍する選手

卓球女子W、バドミントンS
テニス男子S、テニス女子W優　勝

バスケットボール優　勝
バレーボール、テニス準優勝

バドミントン男子S準優勝
バドミントン男子W、テニス男子W３　位

本 校 学 生 の 奮 闘 結 果
団　

体

個　

人
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平
成
28
年
度
海
外
派
遣
研
修
を
、

平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）
か
ら
28

日
（
土
）
の
８
日
間
、
真
夏
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
実
施
し
、
農
学
科
２

年
生
88
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
国
際
感
覚
を
高
め

広
い
視
野
で
農
業
を
見
る
感
覚
を
養

う
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
市
の
北

１
８
０
㎞
に
あ
る
シ
ェ
パ
ー
ト
ン
郡

を
中
心
と
す
る
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

有
数
の
酪
農
及
び
果
樹
が
盛
ん
な
灌

漑
農
業
地
域
を
研
修
先
と
し
ま
し
た
。

１　
農
家
視
察
等

　

美
し
い
街
並
み
の
大
都
会
メ
ル
ボ

ル
ン
市
に
到
着
後
、
日
本
人
８
家
族

と
の
夕
食
懇
談
会
が
あ
り
、
節
水
は

必
要
だ
が
緑
は
多
く
、
治
安
も
良
い

た
め
住
み
や
す
い
と
の
生
活
の
様
子

を
伺
い
ま
し
た
。

　

翌
日
、
シ
ェ
パ
ー
ト
ン
郡
に
向
け

郊
外
へ
出
る
と
、
広
い
大
地
に
広
大

な
牧
場
や
畑
、
時
々
街
並
み
が
現
れ

る
風
景
が
延
々
と
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
途
中
で
、
果
樹
、
花
き
、
養

鶏
、酪
農
の
農
家
を
訪
問
し
ま
し
た
。

巨
大
な
設
備
へ
の
投
資
や
加
工
販
売

な
ど
で
規
模
拡
大
し
た
農
家
が
あ
れ

ば
、
家
族
経
営
で
良
品
生
産
一
筋
に

頑
張
る
農
家
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の

農
家
も
気
さ
く
に
対
応
い
た
だ
き
、

学
生
か
ら
の
様
々
な
質
問
に
も
、
実

演
も
交
え
て
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
グ
ッ
ド
・
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
！
と
、
質
問
内
容
を
褒
め
ら
れ
た

学
生
も
い
ま
し
た
。

２　
郡
庁
で
の
歓
迎
式

　

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
す
る

シ
ェ
パ
ー
ト
ン
郡
で
は
郡
庁
主
催
の

歓
迎
式
が
催
さ
れ
、
郡
知
事
か
ら
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
農
業
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

学
生
側
か
ら
は
河
村
祐
希
君
が
、

農
大
の
概
要
や
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
へ

の
期
待
を
、
英
語
で
語
り
ま
し
た
。

同
席
し
て
い
た
郡
庁
の
関
係
者
や
受

入
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
、
盛
大
な
拍

手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

３　
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

　

式
典
後
、
学
生
は
２
～
４
名
に
分

か
れ
３
泊
４
日
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

に
入
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
特
徴
か
ら
ス
テ
イ
先
の
多

く
が
畜
産
農
家
に
な
り
ま
し
た
が
、

学
生
と
受
入
農
家
の
双
方
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
も
駆
使
し
て
相
互
に
理
解

し
合
い
、
学
生
は
農
作
業
体
験
や
農

家
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
他
の
農
家
と
の
交
流
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
視
察
、
自
然
農
法
の
体
験

な
ど
を
行
っ
た
学
生
も
い
ま
し
た
。

　

引
率
職
員
は
す
べ
て
の
受
入
農
家

を
巡
回
し
ま
し
た
が
、
学
生
に
対
す

る
農
家
の
評
価
は
、
と
て
も
高
い
も

の
で
し
た
。

４　
全
体
を
通
じ
て

　

研
修
先
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
真
夏

で
す
が
涼
し
い
風
も
吹
い
た
た
め
、

暑
さ
で
体
調
を
崩
す
学
生
も
な
く
、

全
日
程
を
全
員
参
加
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
広
大
な
農
地
と
こ
れ

を
支
え
る
大
規
模
な
灌
漑
設
備
、
巨

大
な
農
機
等
を
体
感
す
る
と
と
も

に
、
規
模
拡
大
や
６
次
産
業
化
を
進

め
る
農
家
、
自
分
の
信
念
で
有
機
栽

培
、
高
品
質
化
等
に
専
念
す
る
農

家
な
ど
多
様
な
農
家
に
出
会
い
ま
し

た
。
そ
し
て
ど
の
農
家
も
消
費
動
向

等
を
把
握
し
、
品
目
の
選
定
や
栽
培

管
理
、
飼
養
方
法
等
に
工
夫
を
凝
ら

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
内
の

分
担
を
明
確
に
し
て
活
動
し
た
り
、

農
家
仲
間
と
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ

り
と
、
農
家
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し

て
い
る
姿
に
接
し
ま
し
た
。
多
く
の

学
生
が
研
修
前
に
想
像
し
て
い
た

「
機
械
化
さ
れ
た
大
規
模
経
営
」
と

は
、か
な
り
違
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

学
生
は
、
広
い
視
野
で
農
業
を
見

る
必
要
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

農
業
経
営
の
向
上
と
併
せ
て
農
家
生

活
も
充
実
さ
せ
て
い
る
姿
に
刺
激
を

受
け
た
と
思
い
ま
す
。こ
の
経
験
が
、

就
農
や
就
職
後
に
活
か
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
海
外
派
遣
研
修

～
広
大
な
農
地
と
生
き
生
き
と
活
動
す
る
農
家
に
出
会
い
ま
し
た
～

メルボルン市内の世界遺産にて

歓迎式で学生が英語であいさつ

現地の日本人家族を囲んでの懇談会

大規模な搾乳施設で研修

広大な牧場を背景に農家と記念写真

受入農家から有機野菜の説明を受ける
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研
修
部
で
は
、
農
業
者
が
社
会

情
勢
の
変
化
と
進
歩
す
る
農
業
技

術
に
対
応
す
る
た
め
の
研
修
と
、
一

般
県
民
が
愛
知
県
の
農
業
を
理
解
す

る
た
め
の
研
修
を
年
間
を
通
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
実
施
す
る

研
修
の
定
員
総
数
は
約
三
千
百
名
で

す
が
、
研
修
に
よ
っ
て
は
可
能
な
範

囲
で
受
入
れ
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

（
表
）

【
１ 

農
業
者
生
涯
教
育
研
修
】

　

農
業
を
担
う
べ
き
者
を
対
象
に
、

農
業
者
の
発
展
段
階
に
合
わ
せ
た
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
の
確
保
を
目
的
と
し
た
研

修
は
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
緑

の
学
園
研
修
」の
ほ
か
、主
に
Ｕ
タ
ー

ン
就
農
者
を
対
象
と
し
た
「
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
研
修
」、
新
規
参
入

や
農
業
法
人
へ
の
就
職
を
目
指
す

「
農
業
者
育
成
支
援
研
修
」
が
あ
り

ま
す
。
農
業
者
育
成
支
援
研
修
は
、

平
成
24
年
か
ら
実
施
し
、
主
に
農
業

以
外
の
分
野
か
ら
新
規
就
農
を
希
望

す
る
方
が
農
大
の
ほ
場
で
栽
培
技
術

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
緑
の
学
園
研
修
は
、
県
下

各
地
域
の
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改

良
普
及
課
と
地
元
の
農
業
高
校
が
連

携
し
て
地
域
版
の
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
者
が
必
要
と
す
る
知

識
・
技
術
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
習
得
す

る
「
経
営
管
理
研
修
」、「
生
産
高
度

化
研
修
」、「
農
産
物
利
活
用
研
修
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
２ 

農
業
機
械
研
修
】

　

農
業
を
担
う
べ
き
者
を
対
象
に
、

農
業
機
械
に
関
す
る
知
識
・
技
術
修

得
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

免
許
を
取
得
す
る
「
大
特
免
許
研

修
」、「
け
ん
引
免
許
研
修
」
の
他
、

研
修
修
了
証
が
取
得
で
き
る
「
小
型

車
両
系
建
設
機
械
研
修
」、「
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
研
修
」、「
ア
ー
ク
溶
接
研

修
」、「
刈
払
機
研
修
」
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
に
関
す
る
研
修
は
、
免

許
や
研
修
修
了
証
の
取
得
に
直
結
す

る
だ
け
で
な
く
、
安
全
で
効
率
的
な

農
作
業
に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
人
気

が
高
く
、
中
に
は
受
付
開
始
初
日
で

定
員
に
達
す
る
研
修
も
あ
り
ま
す
。

【
３ 
農
業
理
解
研
修
】

　

県
民
が
、
愛
知
県
の
農
業
や
食
料

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
得
て
、
農

業
・
農
村
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

る
た
め
の
研
修
で
す
。

　

本
年
度
の
「
県
民
公
開
講
座
」
は
、

新
た
な
取
組
と
し
て
、
小
学
生
の
親

子
を
対
象
に
、
ほ
場
見
学
な
ど
農
業

者
と
の
交
流
を
図
る
現
地
研
修
や
、

小
学
校
の
授
業
で
野
菜
な
ど
の
栽
培

実
習
を
行
う
出
前
授
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
園
児
や
小
学
生
等
が
農
大

の
生
産
施
設
見
学
等
を
通
じ
て
農
業

に
親
し
み
、
農
業
を
理
解
す
る
た
め

の
「
農
業
ふ
れ
あ
い
研
修
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
４ 

他
機
関
と
の
連
携
研
修
】

　

公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
本
校
で

の
農
業
研
修
受
講
の
指
示
又
は
受
講

推
薦
等
を
受
け
た
離
職
者
を
対
象

に
、
新
た
に
農
業
経
営
を
開
始
し
た

り
、
農
業
法
人
等
へ
就
職
し
た
り
す

る
た
め
に
必
要
な
農
業
の
基
礎
的
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
「
雇

用
創
出
農
業
研
修
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

研
修
部
の
各
種
研
修
紹
介農業者育成支援研修

小学校への出前授業

けん引免許研修
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愛
知
県
立
農
業
大
学
校
教
育
部
農
学

科
第
32
回
生
、
教
育
部
研
究
科
第
31

回
生
の
卒
業
式
が
、
平
成
29
年
３
月
９

日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
多
数

の
御
来
賓
の
方
々
の
御
臨
席
を
い
た
だ

き
、
中
央
教
育
棟
大
講
義
室
に
お
い
て

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
農
学
科
・
研
究
科
の
卒
業

生
95
名
を
一
人
ひ
と
り
呼
名
し
、
代
表

者
に
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

農
業
大
学
校
同
窓
会
全
国
連
盟
会
長
始

め
各
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
18
名
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
窓
会
か
ら
柴
田
会
長
が
卒

業
生
全
員
に
記
念
品
と
し
て
、
印
鑑
付

き
ダ
ブ
ル
ペ
ン
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

優
秀
賞

［
愛
知
県
知
事
賞
］

　

河
村　

祐
希	

教
育
部
農
学
科

	

露
地
野
菜
専
攻

　

水
谷
健
太
郎	

教
育
部
研
究
科

	

園
芸
農
産
専
攻　

［
全
国
農
業
大
学
校
協
議
会
長
賞
」

　

戸
川　

幸
奈	

教
育
部
農
学
科

	

果
樹
専
攻

［
大
学
校
長
賞
］

　

飯
田　

真
理	

教
育
部
農
学
科

	

露
地
野
菜
専
攻

　

福
田　
　

恵	

教
育
部
農
学
科

	

鉢
物
・
緑
花
木
専
攻

　

沢
田　

康
輔	

教
育
部
農
学
科

	

酪
農
専
攻

　

山
田　
　

優	

教
育
部
農
学
科

	

酪
農
専
攻

　

佐
々
木
菜
実	
教
育
部
農
学
科

	
酪
農
専
攻

　

小
池　

絢
子	

教
育
部
農
学
科

	

果
樹
専
攻

　
農
業
大
学
校
同
窓
会
全
国
連
盟
会
長
賞

　

長
坂　

俊
紀	

教
育
部
農
学
科

	

作
物
専
攻

　
精
励
賞

　

山
田　

佳
尚	

教
育
部
農
学
科

	

鉢
物
・
緑
花
木
専
攻

　

森
本　

貴
之	

教
育
部
農
学
科

	

切
花
専
攻

　

近
藤　
　

昂	

教
育
部
農
学
科

	

作
物
専
攻

　

溝
口　

貴
広	

教
育
部
農
学
科

	

果
樹
専
攻

　

林　
　

照
夫	

教
育
部
農
学
科

	

露
地
野
菜
専
攻

　

上
杉　

弘
弥	

教
育
部
農
学
科

	

施
設
野
菜
専
攻

　

若
林
あ
か
り	

教
育
部
農
学
科

	

酪
農
専
攻

　

丹
羽　

ま
ゆ	

教
育
部
農
学
科

	

養
豚
・
養
鶏
専
攻

農
業
大
学
校
の
職
員

（
平
成
二
十
九
年
七
月
一
日
現
在　

○
印
は
異
動
の
職
員
）

○
校　

長	

三
浦　

貞
志

　

副
校
長	

飯
田　

史
生

　
［
管
理
課
］

○
課　

長	

浅
原　
　

仁

　

主　

幹	

石
塚　

浩
一

　

主　

査	

横
井　

元
弘

　

主　

事	

畔
柳
奈
緒
子

○
主　

事	

榎　
　

千
鶴

　

非
常
勤	

青
木　

理
可

○
非
常
勤	

天
野　

浩
子

　
［
教
育
部
］

  

部　

長	
友
松　

啓
二

  （
学
務
科
）

　

科　

長	

石
黒
さ
と
み

　

総
括
専
門
員	

松
下　

康
英

○
主
任
専
門
員	

鈴
木　
　

聡
　

主　

事	

森
居　

祐
子

　

再
任
用	

杉
山　

邦
雄

○
再
任
用	

坂
口　

卓
司

　

非
常
勤	

小
林　

和
夫

○
非
常
勤	

長
谷
川　

訓

○
非
常
勤	

梶
野　

訓
司

○
非
常
勤	

辻　
　

邦
夫

　
（
農
学
科
）

　
（
兼
）科　

長	

友
松　

啓
二

　

科
長
補
佐
（
花
き
Ｇ
班
長
）

	

坂
下　
　

健

○
主
任
専
門
員	

野
田　

輝
夫

○
専
門
員	

野
村　

浩
二

　

専
門
員	

山
田　
　

稔

　

技　

師	

紀
岡　

亮
治

○
非
常
勤	

鶴
田　

瑞
穂

　

科
長
補
佐
（
作
物
果
樹
Ｇ
班
長
）

	

横
井　

信
之

　

主
任
専
門
員	

坂
野　
　

満

　

主　

任	

津
田　

健
吾

　

技　

師	

佐
野　

達
也

　

再
任
用	

伴　
　

浩
志

　

科
長
補
佐
（
野
菜
Ｇ
班
長
）

	

山
本　
　

厚

　

主
任
専
門
員	

金
子　

良
成

○
主　

任	

榎
本　

剛
士

　

主　

任	

安
永
美
紗
子

　

技　

師	

内
田　

祐
太

　

再
任
用	

中
西　

英
人

○
科
長
補
佐
（
畜
産
Ｇ
班
長
）

	

中
谷　
　

洋

　

主
任
専
門
員	

川
上　

幸
裕

○
主
任
専
門
員	

山
本
る
み
子

　

専
門
員	

渡
邉　

久
子

　

主　

任	

西
村　
　

岳

○
非
常
勤	

宇
佐
見
洋
子

○
非
常
勤	

増
田　
　

結

　
（
研
究
科
）

　

科　

長	

杉
浦　

兼
之

　

主
任
主
査	

松
原　

和
之

　

再
任
用	

眞
子　

伸
生

　

非
常
勤	

神
戸
三
智
雄

　
［
研
修
部
］

　
（
兼
）部
長	

飯
田　

史
生

○
研
修
科
長	

石
橋　

良
洋

　

主
任
専
門
員	

田
中　

義
信

　

専
門
員	

加
藤　

夕
子

　

主　

任	

本
庄　

弘
樹

○
技　

師	

石
本　

聖
絵

○
再
任
用	

森
山　

勝
史

○
再
任
用	

椙
田　
　

靖

　

非
常
勤	

中
村　
　

彰

　

非
常
勤	

大
澤　

史
季

○
非
常
勤	

野
村　

芳
江

平
成
二
十
八
年
度 

卒
業
式



１　平成28年度  一般会計収支決算
（単位  円）

1,700,000 1,700,000 0 農学科 85名（@20,000円）

会員割20,000円
学生1名500円×89名
振込手数料864円 

会　　費

0 6,000 6,000 2名欠席（3,000円×2名）
理 事 会
清 算 金

0 60,000 60,000 農業大学校同窓会全国連盟から受入
東海・近畿農業大学校
同窓会ブロック活動費

40,000 0 40,000 　事務用品費

10,000 0 10,000賃　　金

10,000 0 10,000交 際 費

400,000 400,000 0繰 出 金

2,252,187 1,834,728 417,459計

850,000 804,372 45,628 同窓会報第32号印刷・発送会報発行費

70,000 0 70,000 　表 彰 費

130,464 130,464 0 会員データ年間管理料129,600円
振込手数料 864円

名簿作成基金 200,000円
創立記念基金 200,000円

個人情報
業務委託費

10,000 0 10,000支部活動費

551,987 551,987 0繰 越 金

2,252,187 2,318,064 65,877計

63,364 65,364 △2,000全国連盟会費

役員会1回 28.1.27
理事会1回 28.2.9開催費
（旅費、昼食代、記念品料等）

150,000 102,942 47,058会 議 費

卒業生記念品
（印鑑付ダブルペン、
図書カード）28.3.10

221,000 137,096 83,904記念品費

21,296 0 21,296技術部会
活動費　

東海近畿ブロック同窓会長
会議（28.6.9～10）、全国連盟
総会（28.7.14）旅費

100,000 71,339 28,661旅　　費

東海・近畿農業大学校同窓会ブロック
活動費、東海・近畿農業大学校同窓会
ブロック活動費補助金ほか

176,063 123,151 52,912予 備 費

200 77 △123
預金利息
28.2.21　68円
28.8.21　 9円

雑 収 入

（単位  円）　　収入の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

20 38 18預金利息

0 3,000 3,000名簿収入
411,426 411,426 0繰 越 金 前年度より繰越

名簿売上

200,000 200,000 0繰 入 金 一般会計から
28.2.21  35円
28.8.21  3円

500 290 △210預金利息 28.2.21  276円
28.8.21  14円

611,446 614,464 3,018計

611,446 0 611,446予 備 費
611,446 0 611,446計

（単位  円）　　収入の部

　⑴普通預金

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

200,000 200,000 0繰 入 金

前年度より繰越

一般会計から

前年度より繰越
28.2.5  106円

3,144,619 3,144,619 0繰 越 金
3,345,119 3,344,909 △210計

（単位  円）　　収入の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

1,845,119 0 1,845,119予 備 費

500,000 497,966 2,034 談話コーナー机・イス、傘立て80周年記念
事業記念品費

1,000,000 967,215 32,785 食堂用丸イス、談話コーナーイス、
屋外用ベンチ、スリッパ、スリッパ立て

新寮建設
記念品費

3,345,119 1,465,181 1,879,938計

（単位  円）　　支出の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

（単位  円）　　支出の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

（単位  円）　　支出の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

２　平成28年度  名簿作成基金会計収支決算

平成28年度  会計決算報告

（単位  円）

収 入 総 額

614,464

支 出 総 額

0

差 引 残 額

（次年度へ繰越）

614,464

備 　 　 考
自平成28.１.１
至平成28.12.31

収 入 総 額

2,318,064

支 出 総 額

1,834,728

差 引 残 額

（次年度へ繰越）

483,336

備 　 　 考
自平成28.１.１
至平成28.12.31

3,344,909 1,465,181

（次年度へ繰越）

1,879,728 自平成28.１.１至平成28.12.31

３　平成28年度  創立記念基金会計収支決算
（単位  円）

収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 残 額 備 　 　 考

　⑵定期預金

100 106 6預金利息
500,200 500,200 0繰 越 金
500,300 500,306 6計

（単位  円）　　収入の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 比較増減額

500,300 0 500,300予 備 費
500,300 0 500,300計

（単位  円）　　支出の部

備 　 　 　 　 考決 算 額費　　目 予 算 額 差引残額

500,306 0

（次年度へ繰越）

500,306 自平成28.１.１至平成28.12.31

（単位  円）

収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 残 額 備 　 　 考
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１　平成29年度  一般会計収支予算
（単位  円）

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額
　　収入の部

80,0001,700,0001,780,000会　　費 農学科89名

△100200100雑 収 入 預金利息

△68,651551,987483,336繰 越 金 前年度より繰越

111,1452,252,1872,363,332計 　

２　平成29年度  名簿作成基金会計収支予算
（単位  円）

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

　　収入の部

0200,000200,000繰 入 金 　

000名簿収入
102030預金利息

203,038411,426614,464繰 越 金 前年度より繰越

一般会計から繰入

203,048611,446814,494計 　

３　平成29年度  創立記念基金会計収支予算

（単位  円）
　⑴普通預金
　　収入の部

0200,000200,000繰 入 金 　
△300500200預金利息 　

△1,264,8913,144,6191,879,728繰 越 金 前年度より繰越

　
　

一般会計から繰入

△1,265,1913,345,1192,079,928計 　

（単位  円）　　支出の部

203,048611,446814,494予 備 費 　
203,048611,446814,494計 　

（単位  円）　　支出の部

234,8091,845,1192,079,928予 備 費 　
△500,000500,000080周年記念

事業記念品費 　
△1,000,0001,000,0000新寮建設記念品費 　
△1,265,1913,345,1192,079,928計 　

（単位  円）
　⑵定期預金
　　収入の部

0100100預金利息 　
106500,200500,306繰 越 金 前年度より繰越
106500,300500,406計 　

（単位  円）　　支出の部

106500,300500,406予 備 費 　
106500,300500,406計 　

010,00010,000支部活動費 5,000円×2支部

040,00040,000事務用品費 文具等

010,00010,000賃　　金 　

010,00010,000交 際 費 　

190,745176,063366,808予 備 費 　

111,1452,252,1872,363,332計 　

△40,000850,000810,000会報発行費 同窓会報発行・発送

021,29621,296技術部会
活 動 費

10,000円×2部会
振込手数料 648円×2

△50,000150,000100,000会 議 費 役員会、
理事会開催費

10,400221,000231,400記念品費 卒業生記念品代
＠2,600円×89人

99,896099,896 農大祭実行委員会から
H28・29年度分

農大祭協力
依頼文印刷費

070,00070,000表 彰 費 同窓会員の
表彰記念品代

0400,000400,000繰 出 金 名簿作成基金 200,000円
創立記念基金 200,000円

（単位  円）
備　　　　　　考費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額

　　支出の部

10,00063,36473,364全国連盟
会　　費

会員割 20,000円
学生1名 500円×105名
振込手数料 864円

△10,000100,00090,000旅　　費
東海近畿ブロック
会議、全国連盟総会
の出席旅費

0130,464130,464個人情報
業務委託費

会員データ年間管理料
129,600円
振込手数料 864円

平成29年度  会計予算
平成29年９月30日〔12〕第33号（通算第42号） 農大同窓会報

　毎年「同窓会報」を発行するに当たり、
住所不明等で多数の会員に会報が届いてい
ません。会員の皆様で、住所や姓が変わるな
ど状況に変化があった場合、他の会員も含め

て、その状況を事務局までお知らせください。
　また、同窓会報の内容は農大ホームページの中の同窓会のページで見るこ
ともできます。
　会員様の中でホームページを見るから同窓会報の送付を経費節約のために
止めて頂いて結構と言われる方がおみえになりましたら、送付不要を希望さ
れる場合のみ、官製はがきにその旨を書き、住所氏名を記入し、10月31日ま
でに農大事務局にご送付ください。その方のみ次号から送付を止めさせてい
ただきます。

●
ご
提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
廣
済

堂
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
事
業
部
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
課
（
以
下
弊
社
）
が
責
任
を

も
っ
て
管
理
い
た
し
ま
す
。

●
弊
社
は
、
当
社
が
信
頼
に
足
る

と
判
断
し
た
外
部
の
企
業
に
、

個
人
情
報
の
デ
ー
タ
処
理
な
ら

び
に
発
送
作
業
を
委
託
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
ご
提
供
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

本
人
の
承
諾
な
し
に
学
校
・
同

窓
会
関
係
者
以
外
の
第
三
者
に

開
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
個
人
情
報
は
原
則
と
し
て
本
人

に
か
ぎ
り
、
開
示
、
訂
正
・
削

除
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

愛
知
県
立
農
業
大
学
校
同
窓
会
は

株
式
会
社
廣
済
堂
へ
会
誌
の
発
送

業
務
を
委
託
い
た
し
ま
す
。
そ
の

際
、
お
預
か
り
す
る
個
人
情
報
は

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
日
本

の
法
令
そ
の
他
の
規
範
を
厳
守
し

て
、
左
記
目
的
の
範
囲
で
の
み
利

用
い
た
し
ま
す
。

株
式
会
社
廣
済
堂
の
個
人
情

報
取
扱
に
つ
い
て

●
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
以

下
の
目
的
で
使
用
い
た
し
ま
す
。

・
学
校
な
ら
び
に
同
窓
会
か
ら
の

通
信
文
書
お
よ
び
名
簿
の
発
送

・
同
窓
会
が
本
来
目
的
に
よ
り
活

動
す
る
場
合
、
必
要
と
思
わ
れ

る
作
業
を
進
行
す
る
際
な
ど
合

法
的
な
目
的
の
た
め
に
活
用
す

る
場
合

　（
同
窓
会
会
則
に
準
じ
ま
す
）

会
員
デ
ー
タ
に
つ
い
て

事務局から

愛知県立農業大学校　同窓会事務局
同窓会長　柴 田 隆 夫
〒444−0802　岡崎市美合町字並松１の２
電話（0564）５１−１６０１　ＦＡＸ（0564）５１−４８３１


